
　　　　　　・「大変よい」「よい」の割合…７０％～９０％　　　無色

1 「しっかり勉強する子」 児童 保護者 教員

学校での学習に進んで取り組んでいる。 96% 100% 88%

家での学習に進んで取り組んでいる。 96% 90% 100%

ぎんなんタイム（15分学習）に進んで取り組んでいる。 100% 100% 100%

図書室の本が増えました。学校や家でよく読書をする。（新評価項目） 87% 74% 100%

2 「よりよい行動をとる子」 児童 保護者 教員

毎日の生活の中で｢なりたい自分（目標）｣を思い描き、｢今すべきこと（努力）｣をして
いる。(キャリア教育） 96% 74% 88%

同じ学年だけでなく違う学年の友達とも楽しく遊んでいる。 96% 90% 100%

相手の気持ちを考えて温かな言葉づかいをしている。 87% 90% 100%

3 「進んで体を鍛える子」 児童 保護者 教員

「早寝・早起き・朝ご飯」が身に付いている。 83% 95% 100%

体育学習や体育行事（スポーツフェスティバル・かみラン）に進んで取り組んでいる 96% 90% 100%

屋外へ出て元気に遊んだり活動したりしている。 96% 70% 100%

4 「ふるさと上阿多古を大切にする子」 児童 保護者 教員

家庭や地域の行事に進んで参加している。 91% 95% 100%

家庭や地域の人に進んであいさつをしている。 96% 95% 100%

家庭や地域の人の手伝いを進んでしている。 91% 90% 100%

クラブの「マイ箸づくり」や「クリスマスクラフト」に楽しく取り組んでいる。（新評価項目） 95% 100% 100%
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Ⅰ　自己評価

〇進んで宿題や手伝いに取り組んでいけるようになれば良いと思います。家でもっと読書をするようになってほし

い。四小連合なども今後も増えていったらいいなと思う。

学校への御意見・御要望

〇ぎんなんタイムや地域の人たちとのふれ合いがとてもいいと思う。毎日、楽しく学校に通っています。

令和４年度　浜松市立上阿多古小学校　学校評価報告書

　昨年１２月の「学校評価アンケート」の結果を、下記のとおり報告します。

〇思いやりの心が育ち、相手の思いに気づき、優しい言葉が飛び交う子供環境になってほしい。

〇コロナ対策が始まって３年が経ちます。長時間のマスクやアルコール消毒の弊害もききます。元気ならば、学校

にも、先生方にもマスクは必要ないかと・・・。マスクの着用の自由と外せる環境づくりをお願いします。

〇いろいろな気持ちになる日があっても学校へ向かう気持ちを捨てずに自分のペースで毎日をおくってほしい。

【調査対象】児童・保護者・教員　　【選択肢】〇大変よい　〇よい　〇やや不十分　〇不十分

【集約方法】・「大変よい」「よい」の割合…90％以上　　　　　　■

　　　　　　・「大変よい」「よい」の割合…７0％以下　　　　　   ■
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学校関係者評価を基に、以下の点について再確認した。

〇昨年に続き、児童の自己評価では、多くの項目で「大変よい」「よい」が９割を超えていました。子供
たち一人一人が意欲的に取り組んできたことがうかがえます。

〇「同じ学年だけでなく違う学年の友達とも楽しく遊んでいる」の児童の自己評価は、「大変よい」「よ
い」が９割を超えていました。つながり合うよさを実感していけるよう励ましていきます。

〇「体育学習や体育行事（スポーツフェスティバル・かみラン）に進んで取り組んでいる」の児童の自己
評価は、「大変よい」「よい」で高い評価を得ています。子供たちのがんばりを見逃さず、励ましていき
たいと思います。

〇「よりよい行動をとる子」「進んで体を鍛える子」は、保護者のみなさんの評価は。７割から８割に
なっている項目がありました。昨年度よりは向上していますが、さらに働きかけていきたいと思います。

〇教員の評価は、「大変よい」「よい」を合わせると１０割になり、子供たちのがんばりを積極的に評価
しています。今後は、一人一人の成長を更に高めるような令和５年度の教育課程の編成に努めていきた
い。

学校から

Ⅲ　学校関係者評価を受けて

　
〇昨年度以上に、地域でたくさん学習してきたが、さらに深化させ、委員のみなさんの知恵も結集し、さ
らによりよい学習を考えていきたい。また、来年度からは、学校運営協議会のコーディネーターが学校と
地域をつなぎ、魅力ある学習をつくっていきたい。

〇「大変よい」「よい」という評価をたくさんいただいたが、全教育活動で改めて、目標達成に向けて最
後まで粘り強く行動する子供たちに育てていきたい。

Ⅱ　学校関係者評価

〇読書を進めていくための質問があり、　朝の時間に、週２～３回程度実施し、それらを年間で確保して
いること、毎週金曜日は多くの児童が３冊借りていること、読み聞かせバイキング、読書週間等、さまざ
まな時間を取れるよう工夫していることを報告し、理解を得られた、

　２月２１日（火）に開催した学校運営協議会において、自校評価結果、考察及び改善方策について委員
に報告。委員は、以下のような質疑を行った。

〇全体的に評価が９０％を超え、学校と保護者が協力しているよさであり、上阿多古の地域性でもあると
思う。

〇学校で本を読む時間が作られているか。家に帰ってきてからは、子供だけで近所に遊びにいけない環境
になっている。学校だけでなく、家庭でも本を読むように進めていくことは、意味がある。


